
一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

【目的】

・サークルメンバーは定期的にQC活動を行っているが推進者になると

　会合の参加、事例の作成が減るためレベルの低下はもちろん更なる

　レベルアップに繋げる

【ねらい】

・問題解決力向上を目的とした人材育成の場を設ける

【対象者】

・係長・主任

【報告内容】

・テーマは上司面談で与えられた業務ミッションより選定

【報告場】

・1人　2回/年

・報告は工場の係長、主任がTeamsを

　使って視聴できる

・過去の報告内容をWebで見る

　ことができる

【講評】

・上司から好評を含めた講評

・事例に対してのアドバイス

自慢するポイント

・専用帳票（A3）1枚で報告

・添付資料は不可

・時間制限8分（9分打ち切り）

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

上記内容にすることで簡潔に

まとめる能力の向上に繋がる

担当幹事：
(問い合わせ先)

本社工場管理部ものづくり革新室
茅野　昌吉

推進者の更なるレベルアップ

愛三工業

23年度計画表

1枚でまとめる能力



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

　１．背景

　　・2022年度は弊社がＱＣＣ推進者研修会の行事担当会社で実施。

　2．ねらい

　　　参加していただき受講者に刺激・共有の場を提供することで「そんなやり方あるのか？自分にも

　　　できそうだ」など身近に感じて頂き、参加者各自の推進を向上させる。

　（従来） （今回）

　・事務局からの役割認識等の講話 　・事務局からの役割認識等の講話

　・ＧＤ 　・「普段から熱心に推進している現役推進者との交流」

　・成果発表 　①参加者からの事前に悩み事を吸い上げ、それに

　　基づいた関連する自推進アイテム説明

　②ファシリテーターによるQ&A

　・ＧＤ

　・成果発表

『初の試みに対する各社事務局の声』

・新たな企画として活躍されている推進者の生の声が聴けて、良かったと思います。

・閉会後も二人に相談されている方も多くいて、同じ立場の人の意見を聞けるのはよかったと思う。

・現役推進者とGDの時に意見をいただけて有益だった。

・もう少し時間をかけてもよかった。

『参加者アンケート』

自慢するポイント

　　　推進者」に参加していただき参加受講者に刺激・共有の場を提供することができた。

　　・Q&Aで回答してもらうことで事務局が回答するより重みがある。

　　・今年の推進者研修会主催する幹事会社も継続して当Ｐ/Ｇを入れ込み作成。

　　・社内研修会にも横展開検討中。

　　＊参考資料があれば添付してください

　　・昨年弊社が行事担当を受け持った際は推進者研修会に同じ立場で「普段から熱心に推進している

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

グループ会社推進者研修会での新規取り組み

（株）アイシン
担当幹事：

(問い合わせ先)
岩瀬　洋一

　　・アイシングループ１２社では参加者を募り、年に各階層別に研修会・交流会を実施している。

（Q&Aで回答する推進者）

推進者自身の困りごと（AI推進者との相談会）
1 大変参考になった 19 65.5
2 参考になった 10 34.5
3 あまり参考にならなかった 0
4 まったく参考にならなかった 0

新規



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

自慢するポイント

『QCサークル』誌活用・普及貢献賞　受賞

アイシン機工株式会社
担当幹事：

(問い合わせ先)
関山　孝司

財）日本科学技術連盟より『QCサークル』誌活用・普及貢献賞 受賞

2022年度 当賞は企業４社、個人５名の受賞
・コロナ禍によりQCサークル発表会が発表資料のみ提出や音声を入れた事例発表会に変わり

他サークルの資料を見る事が少なくなってきました。

・「ＱＣサークル」誌をＱＣ検定の勉強や活性化のツールとして活用・工夫してもらう様に各世話人に

配布し依頼をしてきました。また、配布の際の取り組みとして、一人でも多くの方にQCサークル誌を

読んでもらう（興味を持ってもらう）ため、ＱＣサークル誌に「見どころ」の手紙を付け、気になっ

た話題（他社のQCサークル活動の事例や、ぜひ読んでほしいコラム等）を「見どころ」として

紹介している。

本賞は企業、個人においてＱＣサークル活動の導入および継続的な教育のために現場・職場で「ＱＣサー

クル」誌を活用し、社内においてＱＣサークル活動の普及・推進に対し顕著に貢献している企業・個人が

表彰されます。本内容を申請した結果、受賞することができました。

配布時に「見どころ」のインデックスが見える様に配布

開いた時に「見どころ」が目にはいる様に工夫をした。

※受賞に対し「2023年8月号」ＱＣサークル誌に写真掲載されます。

なお、渡部、関山は撮影当日地区行事に参加のため写っておりません・・・・



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

１．ねらい
　従来、吉良工場にはサークル活動全体を管理するツールがなく、活動の進捗管理を世話人に一任する形となっており、

活動の進捗がわからない状況だった。

そのため、QCサークル吉良工場ブロックに登録されている63サークルの活動状況を見える化し、一括管理する「QCサークル

活動進捗管理ボード」を作成した。

２．実施内容
【進捗管理ボードの管理項目】

①毎月の活動進捗管理

　活動ステップを1～8の番号付け(1:テーマ選定,2:活動計画…8:反省と今後の進め方）を行い、マグネット表示にて

　計画と実績を見える化した。計画は「白地青字」で期初に半期分貼付け、その後毎月の活動実績を「黄色地黒字」面に

　ひっくり返す（計画と相違の場合はマグネットを貼りかえる）

②支援者による中間フォロー会実施と実施進捗管理

　　活動期間の中間で支援者による活動フォロー会を開催。実施したらマグネット表示を未(赤地）から済(青字)をひっくり返す

　　ことで、フォロー会の実施率を見える化

③提出物管理

　　活動期間の切り替わり時に提出する資料（活動報告書作成・

　　活動テーマ届・サークルレベルシート入力）の提出状況を見える化

これにより、工場長を筆頭に職場上司も広く関心

を持つようになり、活動進捗フォローを容易にした。

自慢するポイント

●ボードを事務所の通用口横通路に設置したことにより、誰もが活動状況を目にする機会を増やすことができ、

　事務局からも進捗の遅れに対する担当上司への声掛けやフォローをしやすくなった。

●工場長も積極的にボードを確認するようになり、工場長自ら声掛けを行うことで、工場内のQCサークル

●マグネット表示にすることにより、計画と実績の表示が簡単にでき、また両面を色分けして使用することで

　　＊参考資料があれば添付してください

　遅れがあれば一目でわかるように工夫した。

※提出期限：6月19日(月）

メールにてご回答をお願いします

吉良工場　QCサークル活動進捗管理ボードの作成

アイシン高丘(株)
担当幹事：

(問い合わせ先)

片桐　多賀雄

（090-8212-1870:直通会社携帯）

　活動活性化をさらに進めることができた（全社大会金賞受賞サークルの誕生に貢献）。

①活動進捗
②中間ﾌｫﾛｰ会

進捗
③提出物
進捗

大きさ：縦1.2m×横2.5m
全63サークル分を掲示

サークルの世話人が計画、実績を
メンテナンス



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

１.背景

〔変更前〕　:　会場発表　+　ビデオ録画（DVD保存）

〔変更後〕　:　会場発表　+　Web配信（レコーディング保存）

２.内容

〔配線と投影機器(PC3台)〕

HDMI①　　 web配信PC（画面共有）

HDMI②　　 発表者PC（発表資料・講評）

RGB　 　　   事務局PC（開閉会・休憩）

PJ切替え〔PJ切替え〕

ch1：天井吊下げｶﾒﾗ　 ローランド　切替器

ch2：未使用　

ch3：床置き移動ｶﾒﾗ

ch4：発表者PC

ch1～4ﾎﾞﾀﾝ

【大会プログラムに沿って、web配信（投影)画面とPJを切替える】

〔大会プログラム〕 〔配線〕 〔投影機器〕 〔PJ切替え〕

①開閉会 休憩 RGB　 　　   事務局PC ch1：天井吊下げｶﾒﾗで 各種案内をｽｸﾘｰﾝ投影

②発表準備（ｻｰｸﾙ紹介） HDMI②　　 発表者PC ch3：床置き移動ｶﾒﾗで 紹介者をｽｸﾘｰﾝ投影

③事例発表（会場+Teams） HDMI①　　 web配信PC ch1：天井吊下げｶﾒﾗで 共有画面をｽｸﾘｰﾝ投影

④質疑応答 HDMI②　　 発表者PC ch4：発表資料をｽｸﾘｰﾝに投影

⑤講評 HDMI②　　 発表者PC ch3：床置き移動ｶﾒﾗで 講評者をｽｸﾘｰﾝ投影

自慢するポイント

・会場の臨場感をWeb配信でも損なわない工夫として、「天井吊下げｶﾒﾗと床置き移動ｶﾒﾗ」を活用し、

　会場聴講と大差ないweb視聴を可能とし、マニュアル化で他行事への汎用が行えるようになりました。

　　＊参考資料があれば添付してください

【機器構成・配線図】

※提出期限：6月19日(月）

メールにてご回答をお願いします

担当幹事：

(問い合わせ先)
今枝いち子　(080-2609-9521)

全社大会に於ける、会場発表とWeb配信のハイブリット開催について

愛知製鋼株式会社

2022年4月より、全社大会開催方法(6回/年)の変更に伴い、滞りなく進行できる仕組みが必要となりました。

＜HDMIｹｰﾌﾞﾙ> ＜HDMIｹｰﾌﾞﾙ> ＜RGBｹｰﾌﾞﾙ> ＜同軸ｹｰﾌﾞﾙ＞

ﾓﾆﾀPC

＜配信関係物品＞
場所 数量
TQM 2
大会A 1

物品
投影PC
配信PC

配信PC 兼

発表者PC

(Teams)

＜USBｹｰﾌﾞﾙ>

操作Desk 接続ｺﾈｸﾀｰ（プロジェクター投影用）

HDMI２HDMI１

ローランド 切替器（WEB配信用）

RGB（PC)

ｃｈ3ｃｈ1ｃｈ4

外部入力

移動ｶﾒﾗ

事務局PC

(VAIO製)
分配器

発表者PC

（FJ製)

ﾜｲﾔﾚｽ

ﾏｲｸ1
ﾜｲﾔﾚｽ

ﾏｲｸ2

外部ｶﾒﾗ

& 配信

ﾜｲﾔﾚｽ

ﾏｲｸ3
ﾜｲﾔﾚｽ

ﾏｲｸ4

ﾜｲﾔﾚｽ

ﾏｲｸ5
ﾜｲﾔﾚｽ

ﾏｲｸ6

発表者 発表者 司会 座長 質問 質問

床置き移動ｶﾒﾗ



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

１、背景

２、やってきた事

自慢するポイント

　・発表・まとめ目的の活動からありもの資料による飾らない改善活動

　・必要なメンバーでどうチームワーク力を得るか？その経験ができる改善活動

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

担当幹事：
(問い合わせ先)

製造技術部　工場管理課　花井
0565-85-1005

新たな小集団活動への転換
（発表主体活動から本質改善活動へ）

小島ﾌﾟﾚｽ工業㈱



各チームのレベル指標



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

内容

１．現状

　　　若年層を育成する手段の一つである創意工夫提案制度が、以下のようにうまく機能していない

・提案用紙の書き方が、若年層にとって難しいと感じている

・若年層と評価者（上司）とのコミュニケーションが希薄

２．具体的改善内容

・問題解決のストーリーに基づいた章立てをして、若年層でも記載しやすいフォーマットとする

・評価者（上司）からの「ありがとう」

＜改善前＞ ＜改善後＞

自慢するポイント

　・問題解決ストーリーに基づいて、改善に取組めるフォーマットを採用

　・上司である評価者や承認者からの、何気ない「ありがとう」が若年層のやる気につながる

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

　　　小集団活動であるQCサークルのレベルが向上する

　→ 添付の「改善諸活動の位置付け」の中で、「創意工夫提案」を進め、個人の能力を引上げることで、

担当幹事：
(問い合わせ先)

TQM推進部　牧野
（090-2187-0217）

創意工夫提案を使った若年層の育成

株式会社ジェイテクト

↓できるだけ図や絵を使って表現しましょう。

①改善前の問題

③解決策を考える

★承認者からの一言

⑤実施結果と効果の確認（金額効果計算内容必須）

★評価者からの一言

④解決策を実施してみる

②問題の原因（なぜそうなっているかを考える）
改善前

改善内容

①改善前の問題

②問題の原因

③解決策を考える

④解決策を実施してみる

評価者・承認者

からの「ありがとう」

上司コメント欄



＜参考＞



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

背景

所内発表大会は所幹部など約30名の審査員にて最優秀賞（1件/5件）を決定している。

それぞれ審査用紙へ点数を記入いただき、5件の発表終了後に用紙を回収し別室にて点数の集約をするため、

約20分の時間が掛かることに加え集計ミスも発生しやすい状況であった。

狙い

・審査員による薄暗い中での用紙への記入や、手計算による記入ミス等を無くしPC使用による簡素化を図る。

・集計についても、データにて管理ができ時間削減と集計ミス防止を図る。

内容

審査員全員が発表大会にノートPCを持参していただき、審査用のFormsへ発表Grごとに点数を入力する。

全発表終了後、点数入力を終えたら「送信」を押すと、集計用PCにて自動集計となる。

自慢するポイント

審査員は各自でPC持参となるが点数入力も簡単であり、運営側は電源コードの設置のみで手間もなく、

集計時間に実施の「招待発表」や「活動報告」の間に、最優秀賞1件の賞状印刷も可能になった。

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月19日(月）

メールにてご回答をお願いします

集計業務に掛かる時間が大幅に削減し、集計ミス防止にも繋がった。

担当幹事：

(問い合わせ先)
倉橋　理治

所内大会での審査集計方法効率化

日本製鉄(株)名古屋製鉄所

ID 名前

活動ストー

リー

QC手法の

活用

歯止め・標

準化 活動の成果

苦労・改善

点が表現さ

れているか

発想の転

換・アイデ

ア活用性が

活動ストー

リー2

QC手法の

活用2

歯止め・標

準化2

活動の成果

2

苦労・改善

点が表現さ

れているか

発想の転

換・アイデ

ア活用性が

活動ストー

リー3

QC手法の

活用3

歯止め・標

準化3

活動の成果

3

苦労・改善

点が表現さ

れているか

発想の転

換・アイデ

ア活用性が

活動ストー

リー4

QC手法の

活用4

歯止め・標

準化4

活動の成果

4

苦労・改善

点が表現さ

れているか

発想の転

換・アイデ

ア活用性が

活動ストー

リー5

QC手法の

活用5

歯止め・標

準化5

活動の成果

5

苦労・改善

点が表現さ

れているか

発想の転

換・アイデ

ア活用性が

1 岡本　力 5 3 3 4 4 3 5 4 3 4 5 3 5 4 4 5 5 4 5 4 4 5 5 4 5 4 3 4 5 3

2 辻　晃一郎 5 4 4 5 4 3 6 5 5 5 4 3 6 5 5 5 4 3 5 3 6 5 4 3 6 4 4 5 4 3

3 中山　浩典 4 4 4 4 3 3 5 5 4 4 3 3 5 5 5 4 4 4 4 3 5 4 3 4 5 4 4 4 4 4

4 高瀬　賢二 5 4 4 5 4 3 5 4 5 4 4 3 5 4 5 5 5 4 5 4 5 5 4 3 6 5 5 5 5 4

5 谷口　明寿 5 4 4 5 4 4 6 5 4 5 5 4 6 5 4 5 5 5 5 3 4 4 4 3 6 5 5 5 5 5

6 随念　学 5 4 4 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 4 4 4 5 4 4 5 5 4

7 池田 明弘 5 3 4 5 5 4 4 4 3 4 3 3 3 3 3 4 4 3 2 2 3 3 3 3 5 3 3 5 5 4

8 安光　和典 5 5 5 4 5 2 6 5 5 5 5 2 5 5 5 4 5 3 5 5 5 5 5 3 5 5 5 4 5 4

9 江口栄司 4 3 4 4 4 3 5 4 4 5 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 4 4 4 4 5 4 4 5 5 5

10 桂　直之 6 4 3 6 3 2 6 4 4 4 3 2 6 4 3 4 4 2 5 4 4 4 4 2 6 4 3 5 4 4

11 大沼　孝 4 3 3 5 4 2 5 4 4 6 4 3 2 2 2 5 4 2 4 2 3 5 3 2 5 3 2 5 4 4

12 富永　亘 4 4 3 4 3 3 4 4 3 4 4 3 4 4 3 4 4 4 4 3 3 4 4 3 4 4 4 4 4 4

13 堀見泰資 5 2 5 6 2 2 5 5 5 6 4 2 5 4 5 6 4 2 3 2 5 6 3 2 5 5 5 6 4 4

14 山田　昌広 6 4 4 5 5 3 6 4 4 4 5 3 6 4 4 4 5 3 5 4 4 4 4 3 6 4 4 5 4 4

15 内山　貴雪 4 3 4 4 4 4 5 3 5 4 3 5 5 3 5 5 5 4 4 3 5 5 5 4 5 3 5 5 4 4

16 入江徹也 5 4 4 5 4 4 6 4 5 5 4 5 6 5 5 6 5 5 5 4 5 5 4 4 5 5 5 5 5 5

17 中野慎介 5 3 5 4 3 3 5 4 4 5 2 3 4 3 5 4 4 3 4 2 3 3 2 2 6 5 4 5 5 4

18 手嶋修 6 4 5 6 5 3 6 5 5 6 5 4 6 5 5 6 5 4 5 4 4 6 4 2 6 5 5 6 5 5

19 伏見　淳 5 4 5 5 3 3 6 5 5 5 4 5 6 4 5 5 4 4 6 4 5 5 4 4 6 4 5 5 5 4

20 平田　彰彦 3 2 2 3 3 2 5 4 4 4 4 3 5 3 4 5 5 4 4 3 3 4 4 3 4 4 3 4 4 3

21 面髙　正明 6 3 3 4 3 2 6 3 3 4 3 4 6 2 2 4 5 3 5 2 2 4 4 2 6 2 3 4 4 3

22 谷口　剛教 6 5 5 5 5 3 6 5 4 4 5 2 6 5 5 5 5 4 6 3 5 5 4 3 6 5 5 6 5 4

23 原田　武士 6 5 5 5 4 4 6 5 5 6 4 4 6 5 5 6 4 3 6 4 5 5 4 4 6 5 4 6 5 5

24 相馬啓人 4 3 4 4 3 3 5 4 4 3 3 4 4 3 4 3 4 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 3 4 3

25 相馬秀次 5 3 5 4 4 4 6 5 5 5 5 4 6 5 5 5 5 4 6 3 5 5 5 5 5 5 5 6 5 5

26 渡辺　真一郎 5 4 4 3 3 3 6 5 4 4 3 2 5 3 3 6 4 4 4 2 4 6 3 4 4 5 4 6 5 5

27 鳥羽憲隆 5 4 3 4 4 3 6 4 4 5 4 4 5 5 4 5 4 3 5 3 3 5 3 5 6 4 4 5 4 5

28 四釜　忠明 5 3 5 4 4 4 5 4 5 5 4 4 5 4 4 5 5 4 5 3 5 4 4 4 6 4 4 5 5 5

29 柴田　厚典 4 4 5 4 3 3 6 3 4 5 4 4 6 4 5 4 3 3 5 3 4 4 4 3 6 4 3 5 4 5

Forms画面より点数を入力

集計用PCにて自動集計！

点数を入力後

「送信！」

紙の審査用紙は

手元の集計や

メモ用紙として

使用していただく



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　　＊参考資料があれば添付してください

　　目標：全社Avr ≧ 3.5点 (～2023年12月)

※提出期限：6月19日(月）

メールにてご回答をお願いします

　　　　　　　　全社に伝えると共に、必要に応じ 各部と連携して定着度向上策を展開する。

　　変革を進めるにあたり、「各サークルの強み・弱みは何か？」「どの部分に施策を打っていけばいいのか？」

　　　　　 　a. 評価時期：6月、12月の年2回　※定期的な評価以外で、各部・サークルでの自主的な評価も推奨

　　　　　 　c. 全社事務局は、全社(約2,000サークル)の状況を取りまとめ、定期的に実活動の定着度を

３．QCサークル実活動定着度評価表と定着度推移・向上策

　　更には「何を以て実活動が定着したと言えるか？」等を 全社共通認識のもと判断できる指標が必要であった。

　　また、それを基に様々な定着度向上策を打っていく仕組みづくりを進めてきた。

２．QCサークル実活動定着度評価表の概要

　　目的：各QCサークルが、実活動(日々の実質的な活動)を継続して実施できているか、多面的かつ客観的に評価する。

　　構成：①会合開催 ②全員参画 ③活動の計画的実践 ④人材育成 ⑤見える化 ⑥上司関与(課長・係長)の

担当幹事：

(問い合わせ先)

　品質管理部TQM推進室

　熊谷　哲也 (0566-57-0922)

QCサークル実活動定着の仕組みづくり

(株)デンソー

　　当社では、2020年より QCサークル活動の原点回帰(発表偏重→実活動重視)への変革を進めてきた。

　　　　　　　　支援者が最終確認を行い、事務局が集約する。

　　　　　　 6つの評価項目を5段階で評価する。　※評価テーブルは下記及び、別シート参照

１．施策実施の経緯

　　　　　 　b. 評価者はサークルの推進者(係長)とし、評価結果を支援者(課長)へ提出。

　　　　　　 サークル単位で評価することにより、サークル毎の定着度を項目別、或いは6項目平均で把握することができる。

　　用途：① 課、工場、部単位で強み・弱みを明確にし、自主的に定着度向上策を検討・実施する。

　　運用方法

　・サークル自体の頑張りや、上司の関与が定量的に把握できる独自の「実活動定着度評価」を考案した。

　・評価→集計(強み・弱みの把握)→定着度向上策実施→評価、といったサイクル(仕組み)により、

　 事業部、部、課、係、サークル毎で定着度向上策を打つことができ、全社的な活性化に繋がっている。

　【参考】：QCサークルレベル把握との関係について

　　　本票は、実活動の継続的な定着度合を評価するもので、利用目的が異なる

　・従来の「発表ありきのサークル活動」から「実活動重視のサークル活動」へ変革しつつある。

　・苦戦サークルが一目で分かるため、上司・事務局が寄り添ったQCサークル活動ができている。

　　　レベル把握は、サークルの成長を図るための評価であるのに対し、

自慢するポイント

QCサークル実活動定着度評価表 評価年月日：

※テーマ完結数2件/年（品質管理部奨励） サークル名：

1 2 3 4 5

1
会合を計画的・継続的に実施し改善活動

を進めているか？

会合も活動も実施

されていない

場当たり的な会合の開催

となっており、メンバへの周

知も徹底されていない

会合は毎月開催されて

いるが、議事録・活動

帳票などの成果物がな

い

年間計画に基づき、毎

月会合を実施しており、

活動帳票を記載してい

る

２回以上/月以上の会合

を開催しており、積極的に

上司の指導も受けている

2
メンバー全員が考え・議論し行動している

か？

リーダーのみで活動

しており、サークルでの

議論はされていない。

リーダーとメンバー数名

（２割程度）での

発言・議論となっている

メンバーの半数程度

（5割程度）での

発言・議論となっている

ほぼ全員のメンバー

（8割程度）での

発言・議論となっている

全員が参画し、活発な

意見交換をしている。

また、欠席者の意見も

事前に聞き込んでいる

3
職場の問題に対し、問題解決のステップに

則って計画的に活動を進めているか？

職場の問題がテーマアップ

されていない

活動に際しメンバー間で役

割分担されていない

役割分担はされている

が、問題解決のステップ

に沿って活動を進めて

いない

問題解決ステップに沿っ

て計画的に活動を進め

ている

必要に応じサークルから上

司や関係部署に協力を求

め活動できる

4

サークルのレベルおよびメンバーのスキル

（強み・弱み）が把握され計画的に育成

されているか？

サークルのレベル把握をし

ていない

サークルのレベル把握のみ

あるが、育成計画はない

サークルのレベル把握と

育成計画があり、育成

が進められている

メンバーについてもスキル

把握と育成計画があり、

育成が進められている

サークルレベルもメンバのス

キルも十分あり、メンバー

個々が自立できている

直接部門

サークル活動の取組み

内容や進捗などが掲示さ

れていない

掲示はしておらずPC

内に情報があるが、容易に

は見ることができない

紙ファイルに綴じられて

おり、手に取って見るこ

とができる

サークルの拠点に取組状

況や進捗が掲示されて

おり自然と目に入ってくる

見える化により、上司や関

係者と情報共有・議論が

でき、支援を受けている

管間部門

サークル活動の取組み

内容や進捗などが、紙や

PC内に保存されていない

活動内容、実績などPC内

には保管されているが、あ

るだけで共有されていない

PC内にある情報（活

動内容や議事録）を

元にサークル内でメン

バーと共有できている

PC内にある情報（活動

内容や議事録）を元に

上司がコメントしている

PC内の情報を定期的に

共有しながら、上司や関

係者と議論でき支援を受

けている

係長
上司はリーダー任せで

フォローしていない。

上司は会合に顔を出すが

助言や指導をしていない

上司は活動が行詰った

時やリーダーが困ってい

る時に助言している

上司はリソースや環境整

備に関しても援助してい

る

上司はリーダーやメンバー

のレベルアップを意識した

指導・助言をしている

課長
上司はリーダー任せで

フォローしていない。

上司は会合に顔を出すが

助言や指導をしていない

上司は活動が行詰った

時やリーダーが困ってい

る時に助言している

上司はリソースや環境整

備に関しても援助してい

る

上司はリーダーやメンバー

のレベルアップを意識した

指導・助言をしている

評価点　※0.5段階での評価可

会合開催

全員参画

6 上司関与

上司（係長および課長）はサークル活動

に対しリーダーやメンバのレベルアップを意識

した指導・助言が出来ているか？また、環

境整備などにも配慮があるか？

※No.6は係長、課長のスコアの平均値で算出

No. 評価項目 評価ポイント

活動の計画的実践

人材育成

5 見える化

サークルの拠点に行けば、取組み内容や進

捗状況が自然に目に入り、上司やメンバー

が情報共有・議論できるようになっているか

評価月 20.06 20.12 21.06 21.12 22.06 22.12 23.06

全社Avr 2.02 2.19 2.45 2.96 3.02 3.22 3.30

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

(評価点)

23年12月目標

全社Avr ≧3.5

QCサークル実活動定着度推移（全社Avr）

・QCサークル活動ニュース発信による
好事例の全社展開スタート

・教育体系整備によるスキル不足の解消

・人材育成カルテによる育成システム構築

・各部_QCサークル交流会
・発表資料ガイドラインの制定
・全社事例共有会(旧 全社大会)の
開催による優秀事例から学ぶ場の提供

・各事業G_QCサークル交流会

21年

22年

23年



QCサークル実活動定着度評価表 評価年月日：

※テーマ完結数2件/年（品質管理部奨励） サークル名：

1 2 3 4 5

1
会合を計画的・継続的に実施し改善活動

を進めているか？

会合も活動も実施

されていない

場当たり的な会合の開催

となっており、メンバへの周

知も徹底されていない

会合は毎月開催されて

いるが、議事録・活動

帳票などの成果物がな

い

年間計画に基づき、毎

月会合を実施しており、

活動帳票を記載してい

る

２回以上/月以上の会合

を開催しており、積極的に

上司の指導も受けている

2
メンバー全員が考え・議論し行動している

か？

リーダーのみで活動

しており、サークルでの

議論はされていない。

リーダーとメンバー数名

（２割程度）での

発言・議論となっている

メンバーの半数程度

（5割程度）での

発言・議論となっている

ほぼ全員のメンバー

（8割程度）での

発言・議論となっている

全員が参画し、活発な

意見交換をしている。

また、欠席者の意見も

事前に聞き込んでいる

3
職場の問題に対し、問題解決のステップに

則って計画的に活動を進めているか？

職場の問題がテーマアップ

されていない

活動に際しメンバー間で役

割分担されていない

役割分担はされている

が、問題解決のステップ

に沿って活動を進めて

いない

問題解決ステップに沿っ

て計画的に活動を進め

ている

必要に応じサークルから上

司や関係部署に協力を求

め活動できる

4

サークルのレベルおよびメンバーのスキル（強

み・弱み）が把握され計画的に育成されて

いるか？

サークルのレベル把握をし

ていない

サークルのレベル把握のみ

あるが、育成計画はない

サークルのレベル把握と

育成計画があり、育成

が進められている

メンバーについてもスキル

把握と育成計画があり、

育成が進められている

サークルレベルもメンバのス

キルも十分あり、メンバー

個々が自立できている

直接部門

サークル活動の取組み

内容や進捗などが掲示さ

れていない

掲示はしておらずPC

内に情報があるが、容易に

は見ることができない

紙ファイルに綴じられて

おり、手に取って見るこ

とができる

サークルの拠点に取組状

況や進捗が掲示されて

おり自然と目に入ってくる

見える化により、上司や関

係者と情報共有・議論が

でき、支援を受けている

管間部門

サークル活動の取組み

内容や進捗などが、紙や

PC内に保存されていない

活動内容、実績などPC内

には保管されているが、あ

るだけで共有されていない

PC内にある情報（活

動内容や議事録）を

元にサークル内でメン

バーと共有できている

PC内にある情報（活動

内容や議事録）を元に

上司がコメントしている

PC内の情報を定期的に

共有しながら、上司や関

係者と議論でき支援を受

けている

係長
上司はリーダー任せで

フォローしていない。

上司は会合に顔を出すが

助言や指導をしていない

上司は活動が行詰った

時やリーダーが困ってい

る時に助言している

上司はリソースや環境整

備に関しても援助してい

る

上司はリーダーやメンバーの

レベルアップを意識した指

導・助言をしている

課長
上司はリーダー任せで

フォローしていない。

上司は会合に顔を出すが

助言や指導をしていない

上司は活動が行詰った

時やリーダーが困ってい

る時に助言している

上司はリソースや環境整

備に関しても援助してい

る

上司はリーダーやメンバーの

レベルアップを意識した指

導・助言をしている

評価点　※0.5段階での評価可

会合開催

全員参画

6 上司関与

上司（係長および課長）はサークル活動

に対しリーダーやメンバのレベルアップを意識

した指導・助言が出来ているか？また、環

境整備などにも配慮があるか？

※No.6は係長、課長のスコアの平均値で算出

No. 評価項目 評価ポイント

活動の計画的実践

人材育成

5 見える化

サークルの拠点に行けば、取組み内容や進

捗状況が自然に目に入り、上司やメンバー

が情報共有・議論できるようになっているか



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

1.はじめに

　　「3E活動」と呼び名を替えて活動に取り組んでいます

　活動の総称

　発表や成果ありきではなく、 地道に努力し着実に職場を活性化しているサークル

　および、活動が停滞していたが成長したサークルも表彰の対象となるしくみを作る。
　レベル評価の低いサークルを底上げし、全体のレベルＵＰを図る。

　・レベル把握評価表による評価が、目安として「Ｃ」「Ｄ」レベルよりＵＰしたサークル。

　・推薦理由を明確にし、各地区委員長が承認したサークル。

３．表彰規定
　(1） 表彰名 ：『いい職場大賞』

　(2） 報奨金： 5,000 円

  (3）時期 ：１回 年  

 各地区または職場にて、 表彰状と報奨金を支援者または推進者から 表彰 する

  (4) 対象数 : 各部１サークルを目安とする（大口、豊田、音羽、本社の４地区）

　(5） 選定方法： 各部および各地区事務局が推薦し、各地区委員長が決定。

　(6） 推薦目安： 下記６項目より具体的 な取り組み内容を選択し活動を PR する。

自慢するポイント

　職場の活性化に繋がっております。
　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月20日(火）
メールにてご回答をお願いします

　3E活動とは、「いい仲間、いい職場、いい仕事」の3つの「いい」＝Eを追求する

　　「創造性にあふれた、自ら考える集団づくり」

３Ｅ活動表彰制度『いい職場大賞』

　（株）東海理化

　3E活動とは？

部署または担当者：
(問い合わせ先)

人事部 東海理化学園　深川

（070-8700-4695）

・東海理化では、約15年前からQC活動をもっと身近な活動にするという思いから

・部内発表会を継続的に行ってきた事でここ何年間か年2回の社内大会に
　全てノミネートして社長からお褒めの言葉を頂いています。
・『いい職場大賞』設定後、着実に各サークルのレベルUPが出来ており

3． 表彰サークルの条件

２．ねらい
3E活動会合風景

「いい仲間」と「「いい職場」をつくり「いい仕事」をしよう！ 【期首3月】

推進者 ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

 

 

【期首3月】      

      

【期首3月】

 前年レベル 期  首 期　中 期　末

【期中６月】

【期末 10月】

【期末 10月】

            年 　       　月　　       　日
推進者 ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

⇒

 2021年 3E活動  ステップアップカード 　　　　        年 　       　月　　       　日
支援者

サークル名

所属

支援者

リーダーサイン欄

メンバー サイン欄

※フリーに使ってください。

 寄せ書き風・コメントを添えても可。

②

期首（３月）

① 「本年度の目標」をメンバー全員で話し合って決めて下さい。
（例）：メンバー全員が創意くふう提案を１件は出す。

今年は、全社大会に選ばれるように頑張る。

会合時に一人一発言をする。 等 ステップアップできる内容として下さい。

②話し合って決めたら、右欄にメンバー全員のサインを入れてください。

③ アドバイザーはサークルのレベルにあった育成目標を立て支援をお願いします。

期中（６月末）

④ 期首に立てた目標に対する振り返りをメンバー全員で実施して下さい。
期末（10月）

⑤ 期首に立てた目標に対する振り返りをﾘｰﾀﾞｰとメンバー全員で実施して下さい。
★ よかったこと/反省点

⑥ 職制として支援した内容やサークルへのコメントなど記載ください。

⑤振り返り（期末 ） 【ﾘｰﾀﾞｰ＆ﾒﾝﾊﾞｰ全員で話し合う】

①本年度の目標（期首） 【ﾒﾝﾊﾞｰ全員で決める】

③サークル育成目標（期首） 【ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ記入】

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
化

メンバーの能力向上

【レベル把握表】 ●期末 ☆期中 ■期首 ▲前年

Ｄ-１
明

る

い
職

場
づ
く
り、
活
動
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

そこそこ

明るい職場
だが、能力
は低い

明るい職場

だが、能力
はやや低い

明るい職場

づくり、活動も

他の模範

明るい職場づくり、
活動も良くやってい

能力はやや高いが、

職場に活気がない
明るい職場づくり、
活動において平均的

能力はそこそこあるが、
職場に活気がない

明るい職場づくり、活動
において努力が必要

Ｃ-１

Ｃ-２

Ｄ-２

良かったこと

⑥【実施内容の振り返り（期末）】 （アドバイザーが記入）

反省点

本カードは、メンバーが

いつでも見れるように

掲示するなどして

活用してください。

⑥【次年度の取り組み】 （アドバイザーがリーダーと話合い記入）

④上期の振り返り（期中） 【ﾘｰﾀﾞｰ＆ﾒﾝﾊﾞｰ全員で話し合う】



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

【背景】

（１）グローバルQCサークルコンベンションは、ゴールではなくスタートとして位置付ける

（２）DX活用して交流（相互研鑽）が図れる大会とする

【対応】

自慢するポイント

①各事業体チャンピオンサークルリダーをアンバサーダーとして任命し、自事業体のサークル活動を牽引

②アンバサダー認定バッジを作成し、モチベーション向上維持を図る

③同タイミングで交流することにより、グロバールでの交流会実施（仲間づくりに貢献）

④TMC　サークルリーダーも参加することにより、日本、海外共気づきや学びに繋がった

⑤ゴールではない仕組みとして、アンバサダー実践状況をイントラネットでグローバルに共有

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

⑥時差を考量した早見表作成による見えるか（補足資料P9）

⑦交流を容易にするための事前学習による気づきシート展開（補足資料P10）

担当幹事：
(問い合わせ先)

前田

ゴールではなくスタートして位置付けた大会企画展開

トヨタ自動車㈱

・アンバサダーガイダンス策定

・アンバサダー実践好事例共有

（グローバルイントラネット）

・アンバサダー実践プロセス

・アンバサダー認定

・同時開催で直接コミユニケーション交流実施
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2022年 第33回 グローバルQCCコンベンション

トヨタ自動車㈱
前田



１． グローバルQCサークルコンベンション※の見直し トヨタ自動車㈱ ※50事業体のトップサークルが結集、255名が
参加し、改善のトップ事例を共有する場（年１回開催）

16ヵ国語の壁を越えたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

現物を使い
分かりやすい説明

改善を認め合い、称え合う ワントヨタで親交を深める

【従来】

大ﾎｰﾙで一方通行の発表会

少人数で意見交換できる交流形式
発表で終わりではなく

更なる改善のスタートに

【2019年見直し後】 ショップ別に改善を横展

【2020年課題】

コロナ禍で日本での集合開催不可 → やり方を変えるチャンス！

自社で横展実施
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【現状】

・海外事業体にとってゴール、日本に来ることが目的化（インセンティブ）
【今後】

・アンバサダーとしてスタート
→日本で学び（肌感覚）、事業体の改善できるキーパーソンとして人づくりを牽引

【考え方】

・改善のやり方の学びは、Web（GKE）で共有・交流で日常化
・改善の人づくりは、リアルの場で動機付けしていく

親工場

事例共有

アンバサダー任命

GKE
親工場

海外
事業体

海外
事業体

海外
事業体

２．グローバルQCサークルコンベンションのあり方

A

A B

相互研鑽
交流

B
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内容
所要
時間

備考

開会式 15
開会宣言

TMCトップ挨拶

交流会
（ショップ別）
3事業体/１ブース

自己紹介 20 TMCファシリテーター＆参加サークル自己紹介

Q&Aの再確認 20 Q&Aシートを基に、更なる意見交換、質疑応答

困りごとについて 20 困りごとに関する意見交換、アドバイス

振り返り 15 交流会の振り返り、フィードバックなど

決意宣言 20 得た学びから、個々のサークルが今後実施することの共有

TMC工場長コメント 10 親工場長より激励メッセージ

表彰式 10
サークルの表彰式とアンバサダー認定式
参加上司より、トロフィーとアンバサダーバッジ授与

全体共有（気づきの共有） 20 海外事業体トップマネジメント（部長以上）参加

閉会式 15 閉会宣言と参加の御礼

合計 150

Ⅱ. 交流会 スケジュール

本年の企画内容



Toyota Global QC Circle Convention 本年の企画内容

GKETopページ
レポートとリンク

アンバサダー活動事例

GKE Topページより
グローバルで共有

取り組み事項を
GKEに掲載



２． 2022年 グローバルQCサークルコンベンション 実施結果
１．開催目的

海外事業体における絶え間ない改善人財づくりの強化のために、

グローバルQCサークルコンベンションを相互研鑽及び実践に繋がる大会とする

2．結果

開催日時 場所 対象地域
参加
事業体

海外
参加人数

TMC
サークル
リーダー

傍聴参加

11月3日
23時～

本館１３F会議室
海外事業体

北米、南米、
欧州

１９ 140名以上 7名 TMC事務局
日野自動車
TMP11月10日

14時～
本館１３F会議室
海外事業体

中国アジア、
欧州（2社）

２３ 180名以上 8名

(1)実施概要

項目 目標
19
来日

20
WEB

21
WEB

22
WEB
Teams

主な意見

①改善意欲向上度 80% 83%47%58% 72%

○改善意欲向上につながった
・親工場からの励ましは、チームのモチベーションにつながった
・改善の意味・目的がより理解でき、とてもやりがいを感じました

・思いもよらない新しい発想や視点を得ることが出来た
・他事業体の改善は自社でも横展できる、役立つ
・自分たちの足りない部分を気づかされた
●交流の深化、広がりが課題
・WEB開催は本物に近いが、来日に勝るものではない
・現地確認が出来ればもっと良かった。（改善理解深化）

・Teamsで十分な理解を得るのは難しい（改善理解深化）
・対面でのコミュニケーションが望ましい（人的交流深化）
・ブース以外のチームとも交流がしたい（人的・物的交流広がり）

②役立度 80% 88%63%33% 69%

③アンバサダー
意識向上

80% - - - 78%

・QCC活動について他のメンバーに模範を示す
・自分の職場だけでなく他のサークルとも共有する
・プロセスの調査結果を他のチームと共有して、ショップをより良くする
・当該地域のチームメンバ研修を実施（GKE活用）
・事務局と協力し、QCC活動の教材を使用し、メンバー育成実施

(2)海外アンケート結果(Top2)

Q:人財育成する上で工夫し
ていることは？

A:TMUKは全工場一斉に
QCC時間を設定
管理監督者もサークルメン

バーの困り事も
把握、サポートできる

Q:チーム全員でメンバー
育成していくことを重視

Q:壁を作らず何でも相談し合
えることを重視
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補足資料

TQM推進部第2TQM室
グローバルQCC G
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事業体
B

事業体
C

ブースA（例：塗装ショップ）

交流会（1ブース3事業体で構成）

TMC

通訳者（任意）

ﾘｰﾀﾞｰ＆ﾒﾝﾊﾞｰ

事務局上司

（ブレークアウトルーム：参加者をグループ分けする機
能）

＊主に英語

日英通訳

ファシリテーター
（日本語） 事業体L

事業体M

TMC

ﾘｰﾀﾞｰ＆ﾒﾝﾊﾞｰ

事務局上司

＊主に英語

日英通訳

ファシリテーター
（日本語）

ブースD（例：保全ショップ）

事業体E 事業体F

TMC

ﾘｰﾀﾞｰ＆ﾒﾝﾊﾞｰ

事務局

上司

＊言語複数混在

日英通訳

ファシリテーター
（日本語）

事業体H 事業体J

TMC

ﾘｰﾀﾞｰ＆ﾒﾝﾊﾞｰ

事務局

上司

日英通訳

ファシリテーター
（日本語）

ブースB（例：鋳造ショップ） ブースC（ユニットショップ）

＊言語複数混在

通訳者（任意）

事業体
A 事業体K

事業体D 事業体G

コミュニケーション方法

本年の企画内容 言語の流れ

③現地語

ﾒﾝﾊﾞｰ

TMC
ファシリテーター

ﾘｰﾀﾞｰ

非英語圏事業体

ﾒﾝﾊﾞｰﾘｰﾀﾞｰ

英語圏事業体

TMC
日英
通訳者

これから、このブースの
交流会を始めます

事務局
通訳者

事務局
通訳者

①日本語

②英語

セッション開始説明

ﾒﾝﾊﾞｰ ﾘｰﾀﾞｰ

中国事業体（例：TFTM)

事務局
通訳者

②中国語

③英語で理解A
Ｂ

C

D

＊日本語からの通訳も可能

ブース内言語の流れ
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全体司会 ブース1 ブース2 ブース3 ブース4

ブース5 ブース6 ブース7 ブース8 ブース9

サポート

通訳

ファシリテータ

ホワイトボード

ブース管理担当

ブース管理担当

4500

4500

3600

ホワイトボード ホワイトボード ホワイトボード ホワイトボード

ホワイトボード ホワイトボード ホワイトボード ホワイトボード ホワイトボード

電源

延長コード

PC

PC

Disp

ブース配置案

本年の企画内容

PC

PC

Disp

PC

PC

Disp

PC

PC

Disp

PC

PC

Disp

PC

PC

Disp

PC

PC

Disp

PC

PC

Disp

PC

PC

Disp

PC

PC

Disp



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

内容 長草工場　自動車事業部の取り組み

　１.ねらい

　　「QCサークル個人評価シート」を作成し展開。皆が効率的に自己評価できるしくみとしている

　　　※個人評価シートをマクロで集計し、各課、各サークルのレベルが随時把握できる

　　　※生管部主催の「TPS人材評価シート」をベースに作成され、自己評価しやすいツールとなっている

　　　※従業員が求められている姿を共有できる。皆が、迷わずに自己を高めていける。

　２.実施事項

　　　【個人評価シート記入要領】をもとに手順１～４と記入を実施
　　　

自慢するポイント

　　・QCサークルレベル評価にあたり、X軸、Y軸それぞれの(イ)～(ホ)の把握項目について、

　　自動車事業部がめざすレベルとして、要件(評価項目)とレベル(判断基準)を決定し、明文化している

　　・個人評価実施にあたり、誰もが同じく評価できるよう解説や判断基準を明確化

　　・個人の弱み強みの把握、人材育成の方策の切り口の資料となる

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

担当幹事：
(問い合わせ先)

田中　郁雄

個人評価シート活用によるサークルレベル評価の効率化と見える化

株式会社 豊田自動織機

【個人評価シート記入要領（把握更新）】

《手順１》
・所属サークル名が変わった場合は、各自で修正記入する。
・入社年月日を確認、記入してなければ各自で記入する。
・所属、資格等が変った場合は、各自で修正する。

《手順２》
・実践回数（自分の経験）を記入
※社外大会発表実績は事務局より過去リストを公開する

社外大会参加記録

69 -

ＱＣサークル個人評価シート
このシートは、生涯使用します

資格 事業部 工場 部 役職

一般 自車 製造 ＡＳ

メンバー リーダー アドバイザ 副世話人 世話人 点数 目標 X軸 3.8 Y軸 4.7
150点 200点 250点 280点 290点 235.0点

0点
X-イ 28.0 70.0
X-ロ 13.0 65.0
X-ハ 24.0 60.0
X-ニ 30.0 93.8
X-ホ 24.0 60.0
Y-イ 24.0 100.0
Y-ロ 18.0 90.0
Y-ハ 16.0 100.0
Y-ニ 18.0 75.0
Y-ホ 40.0 100.0

従番 氏名 室・課・Ｇ 係・組　など

評価
ランク

役割

知識要求点

実践点

知
識

ＱＣの基本的な考え方と問題解決のステップ
ＱＣサークル活動の運営の仕方
ＱＣ手法の使い方と活動結果のまとめ・発表

サークル登録番号

社員区分 正従業員

サークル名

入社年月日
更新完了日：

B

上司、スタッフ、関連部署との連携
ＱＣや仕事の知識・技能を向上させようという意欲
職場の５Ｓとルール遵守

専門技能習得多能工の育成
改善技能・改善能力
人間関係とチームワーク
サークル会合実施状況

X-イ

X-ロ

X-ハ

X-ニ

X-ホ

Y-イ

Y-ロ

Y-ハ

Y-ニ

Y-ホ

完 了

0回 20点 0点
0回 5点 0点
0回 10点 0点
0回 5点 0点
0回 8点 0点
0回 1点 0点
0回 5点 0点
0回 1点 0点
0回 3点 0点
0回 1点 0点
0回 15点 0点
0回 3点 0点
0回 8点 0点
0年 3点 0点
0年 2点 0点

実践 愛知地区研修 0回 5点 0点
座学 各種セミナー 0回 10点 0点
実践 アドバイザー実践 0回 15点 0点
座学 QCリーダー研修 0回 5点 0点
実践 モデルサークル 0回 20点 0点
座学 ３５７階層別 0回 5点 0点
実践 現地勉強会 0回 5点 0点
座学 課内勉強会 0回 3点 0点

計 30点 0点

発表

◆　実践点

注.過去からの累計回数を記入
実績
回数

評価点 経歴（あしあと）得点

参加

アシスタントは参加

参加

発表

実
　
　
践
（

経
験
）

参加

ＱＣサークルリーダー

指導

本部全国大会

発表

発表

教
育
受
講

本社

事業部

課・係

社外

全社大会

事業部大会

講
師
指
導

経
験

課・係

社外
社内

事業部内、課内 指導

地区・支部大会発
表
大
会

ＱＣサブリーダー
経験年数

発表
参加

参加

経験年数

指導

手順２

手順４

手順１

《X軸》 評価項目の解説

解 説 1 2 3 4 5

QC的物の見方考
え方

「品質第一」が身につ
いている

お客様に喜んでもらえる品
質を常に意識して作業して
いる

言葉を知らない 言葉は知っている 品質第一の考え方を
理解している

品質第一の考え方で
実践している

品質を優先した考え
方を指導できる

「後工程はお客様」が
身についている

後工程に迷惑をかけない作
業をしている

言葉を知らない 言葉は知っている 後工程はお客様の考
え方を理解している

後工程はお客様の考
え方で実践している

「後工程はお客様」
の考え方を指導でき
る

「ＰＤＣＡ」が身につ
いている

物事を計画的に、進め実施
した後に必ず確認し処置し
ている

言葉を知らない 言葉は知っている ＰＤＣＡの意味や考
え方を理解している

ＰＤＣＡを意識して
実践している

ＰＤＣＡの考え方を
指導できる

「現地現物現認（現
実）」が身についてい
る

現場で、現物を自分の目で
確認して活動している

言葉を知らない 言葉は知っている ３現主義の意味や考
え方を理解している

３現主義を実践して
いる

３現主義の考え方を
指導できる

「重点指向」が身につ
いている

何を優先していくか常に考
え活動している

言葉を知らない 言葉は知っている 重点指向の考え方を
理解している

重点指向で実践して
いる

重点指向の考え方を
指導できる

「５Ｗ１Ｈ」が身につ
いている

５Ｗ１Ｈが意味が判り、そ
のように整理してまとめれ
る

言葉を知らない 言葉は知っている 「５Ｗ１Ｈ」の意味
を理解している

「５Ｗ１Ｈ」で実践
している

「５Ｗ１Ｈ」を指導
できる

「標準化」が身につい
ている

改善して効果のあった事は
標準化している

言葉を知らない 言葉は知っている 標準化の意味を理解
している

標準化を実践してい
る

標準化の考え方を指
導できる

「層別」が身についている

同じ事でも、色々な角度で
分けてみている。

言葉を知らない 言葉は知っている 「層別」の意味を理
解している

「層別」のやり方を
実践している

「層別」のやり方を
指導できる

判断基準

Ｘ-イ）ＱＣの基本的な考え方と問題解決
のステップ

【個人評価シート記入要領（把握更新）】

《手順１》
・所属サークル名が変わった場合は、各自で修正記入する。
・入社年月日を確認、記入してなければ各自で記入する。
・所属、資格等が変った場合は、各自で修正する。

《手順２》
・実践回数（自分の経験）を記入
※社外大会発表実績は事務局より過去リストを公開する

社外大会参加記録

69 -

ＱＣサークル個人評価シート
このシートは、生涯使用します

資格 事業部 工場 部 役職

一般 自車 製造 ＡＳ

メンバー リーダー アドバイザ 副世話人 世話人 点数 目標 X軸 3.8 Y軸 4.7
150点 200点 250点 280点 290点 235.0点

0点
X-イ 28.0 70.0
X-ロ 13.0 65.0
X-ハ 24.0 60.0
X-ニ 30.0 93.8
X-ホ 24.0 60.0
Y-イ 24.0 100.0
Y-ロ 18.0 90.0
Y-ハ 16.0 100.0
Y-ニ 18.0 75.0
Y-ホ 40.0 100.0

従番 氏名 室・課・Ｇ 係・組　など

評価
ランク

役割

知識要求点

実践点

知
識

ＱＣの基本的な考え方と問題解決のステップ
ＱＣサークル活動の運営の仕方
ＱＣ手法の使い方と活動結果のまとめ・発表

サークル登録番号

社員区分 正従業員

サークル名

入社年月日
更新完了日：

B

上司、スタッフ、関連部署との連携
ＱＣや仕事の知識・技能を向上させようという意欲
職場の５Ｓとルール遵守

専門技能習得多能工の育成
改善技能・改善能力
人間関係とチームワーク
サークル会合実施状況

X-イ

X-ロ

X-ハ

X-ニ

X-ホ

Y-イ

Y-ロ

Y-ハ

Y-ニ

Y-ホ

完 了

0回 20点 0点
0回 5点 0点
0回 10点 0点
0回 5点 0点
0回 8点 0点
0回 1点 0点
0回 5点 0点
0回 1点 0点
0回 3点 0点
0回 1点 0点
0回 15点 0点
0回 3点 0点
0回 8点 0点
0年 3点 0点
0年 2点 0点

実践 愛知地区研修 0回 5点 0点
座学 各種セミナー 0回 10点 0点
実践 アドバイザー実践 0回 15点 0点
座学 QCリーダー研修 0回 5点 0点
実践 モデルサークル 0回 20点 0点
座学 ３５７階層別 0回 5点 0点
実践 現地勉強会 0回 5点 0点
座学 課内勉強会 0回 3点 0点

計 30点 0点

発表

◆　実践点

注.過去からの累計回数を記入
実績
回数

評価点 経歴（あしあと）得点

参加

アシスタントは参加

参加

発表

実
　
　
践
（

経
験
）

参加

ＱＣサークルリーダー

指導

本部全国大会

発表

発表

教
育
受
講

本社

事業部

課・係

社外

全社大会

事業部大会

講
師
指
導

経
験

課・係

社外
社内

事業部内、課内 指導

地区・支部大会発
表
大
会

ＱＣサブリーダー
経験年数

発表
参加

参加

経験年数

指導

手順２

手順４

手順１

《手順３》
・活動を通して、レベルが向上した項目のみを評価する。
・解説や判断基準を基に１～５段階で評価する

《X軸》 評価項目の解説

解説 1 2 3 4 5

QC的物の見
方考え方

「品質第一」が身についている
お客様に喜んでもらえる品質を常に意
識して作業している

言葉を知らない 言葉は知っている 品質第一の考え方を理解している 品質第一の考え方で実践し
ている

品質を優先した考え方を指
導できる

「後工程はお客様」が身につい
ている

後工程に迷惑をかけない作業をしてい
る

言葉を知らない 言葉は知っている 後工程はお客様の考え方を理解し
ている

後工程はお客様の考え方で
実践している

「後工程はお客様」の考え
方を指導できる

「ＰＤＣＡ」が身についている
物事を計画的に、進め実施した後に必
ず確認し処置している

言葉を知らない 言葉は知っている ＰＤＣＡの意味や考え方を理解し
ている

ＰＤＣＡを意識して実践し
ている

ＰＤＣＡの考え方を指導で
きる

「現地現物現認（現実）」が身
についている

現場で、現物を自分の目で確認して活
動している

言葉を知らない 言葉は知っている ３現主義の意味や考え方を理解し
ている

３現主義を実践している ３現主義の考え方を指導で
きる

「重点指向」が身についている
何を優先していくか常に考え活動して
いる

言葉を知らない 言葉は知っている 重点指向の考え方を理解している 重点指向で実践している 重点指向の考え方を指導で
きる

「５Ｗ１Ｈ」が身についている
５Ｗ１Ｈが意味が判り、そのように整
理してまとめれる

言葉を知らない 言葉は知っている 「５Ｗ１Ｈ」の意味を理解してい
る

「５Ｗ１Ｈ」で実践してい
る

「５Ｗ１Ｈ」を指導できる

「標準化」が身についている
改善して効果のあった事は標準化して
いる

言葉を知らない 言葉は知っている 標準化の意味を理解している 標準化を実践している 標準化の考え方を指導でき
る

「層別」が身についている
同じ事でも、色々な角度で分けてみて
いる。

言葉を知らない 言葉は知っている 「層別」の意味を理解している 「層別」のやり方を実践し
ている

「層別」のやり方を指導で
きる

進め方
テーマ選定から標準化までのス
テップが実践できる

テーマ選定から標準化のステップまで
が判りそのように出来ている

言葉を知らない 言葉は知っている 問題解決のステップを理解してい
る

問題解決のステップで実践
している

問題解決のステップを指導
できる

指導の実践ができる 基本的な考え方と問題解決のステップ
を指導できる

できない
―

習得している
―

人に教えられる、指導でき
る

判断基準
Ｘ-イ）ＱＣの基本的な考え方と問題解決の
ステップ

◆データシート（知識） 《X軸》

判定 1 2 3 4 5
「品質第一」が身についている ×  ◆    
「後工程はお客様」が身についている ×  ◆    
「ＰＤＣＡ」が身についている ○   ◆   
「現地・現物・現認（現実）」が身についている ○    ◆  
「重点指向」が身についている（優先順位がわかる） ○   ◆   
「５Ｗ１Ｈ」が身についている ○    ◆  
「標準化」が身についている ○    ◆  
「層別」が身についている ○    ◆  
問題解決のステップが実践できる ○   ◆   
指導の実践ができる ○   ◆   

個人別実践数（○）の合計 8

○×
Ｘ-イ）ＱＣの基本的な考え方と問題解決のステップ

Q
C
的
物
の
見
方
考

え
方

進め方

手順３

手順４

《手順１》

・サークル名・入社年月日・所属、資格等を各自で記入

《手順２》

・大会発表・講師指導・教育受講等の実践を記入

《手順３》

・活動を通して、レベルが向上した項目のみ評価

・解説や判断基準を基に１～５段階で評価する

《手順４》

・各項目を評価終了後に「完了」を押す



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　１．目的

　　ワイガヤ評価・サークルレベル把握評価・創意くふう提案を集約し視える化することで継続的に改善できる

　　人づくりを目指す。

　２．ねらい

　　QCサークルメンバーが自発的に手法を使い解析し楽しく改善活動を進める。

　　サークル間・メンバー間の実力差を無くし改善力のUPに繋げる。

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

担当幹事：

(問い合わせ先)

ものづくり推進部

伊奈　正則

QCサークル個別カルテ

QCサークル個別カルテ導入による職場力向上

トヨタ車体株式会社

前年度
今年度
目標 弱みへの取り組み 7月 11月

3 4 3 4

3 4 3 4

3 4 1月から新しいメンバー（旧正転工程+SPS工程）となり 3 3

3 4 まだまだ顔と名前が一致しないメンバーもいる為 3 3

4 4 コミニケーション不足となっている 4 4

3 4 3 3

3 3 3 3

3 3 3 4

3 3 会合の中でも少しずつだが会話が増えた又、新規のメンバー 3 4

4 3 新入社員+派遣も増えたのでさらに会話をしてもらうように 4 4

32 36 班のメンバーで課題に取り組んでいる 32 36

3.2 3.6 3.2 3.6

b- b b- b 

◆ ▲ ■ ●

前年度
今年度
目標

7月 11月

（ｲ） 3 3 3 3

（ﾛ） 3 2 ・担当工程が増えた事でメンバー同士がどの様な作業を 3 4

（ﾊ） 3 3 　しているのか判らない、知らない為、作業を体感する所 3 3

（ﾆ） 3 4 　から行い、会合も全員参加の工夫が必要。 3 4

（ﾎ） 3 3 ・QC手法の活用を知らないメンバーが多い。 3 4
15 15 15 18

3.0 3.0 3.0 3.6
3 3

前年度
今年度
目標

7月 11月

(ｲ） 4 3 4 3

(ﾛ） 4 4 少しずつ仕事内容も知る事が出来ているので 4 4

（ﾊ） 3 2 メンバー同士で困っている事や改善を話し合ってもらい 3 3

（ﾆ） 3 4 全員で共通の課題に取り組めるテーマ設定している 3 4

（ﾎ） 2 3 3 3
16 16 17 17

3.2 3.2 3.4 3.4

B- B- B- B 

前年度
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

累積平均 目標

13.3 13.7 13.7 13.9 14.1 14.4 14.2 13.9 13.9 14等級以上

◎ ◎

＊共同提案の別表評価実施

：13132

＜ｻｰｸﾙ情報＞ 変更前 変更時期 ＜ｻｰｸﾙﾒﾝﾊﾞｰ数＞

組コード

富士松 サークル名 ステップアップM2

〇〇　〇〇

ＱＣサークル個別カルテ 2022 年度

正社員 9

部 組立 アドバイザー名 〇〇　〇〇 期間社員 6

課・室 第１組立 リーダー名 合計 15

会話

サークル内の誰とでも話ができる

自分から進んで話ができる

話の輪に入って行ける

上司やメンバーに報・連・相できる

ワイガヤ評価表

挨拶
サークル内の誰とでも挨拶している 期初（４月）

自分から進んで挨拶している

所
属
部
署

工場

期初（４月）

行動

サークル内の誰とでも協力し合える 中間（７月）

自分から進んで協力する

聞く耳を持ち否定より誉めることができる

メンバーと仲良く行動できる

合計

平均

ﾚﾍﾞﾙ判定

サークルレベル把握評価表

Y軸　明るく働きがいのある職場

中間（７月）

QCの基本的な考え方と問題解決のステップ

人間関係とチームワーク

QCサークル会合実施状況

上司・スタッフ・関連部署との連携

QCや仕事の知識・技能を向上させようという意欲

平均

職場の５Sとルール遵守

合計

平均

X軸　サークルの能力

QCサークル活動の運営の仕方

QC手法の使い方と活動結果のまとめ・発表

多技能・ローテーション

改善技能・改善能力

合計

　　帳票ルート：全社事務局→部課事務局→各サークル→部課事務局→全社事務局（期初・中間・期末　３回/年）

ﾚﾍﾞﾙ判定

創意くふう提案

等級
共同提案+個人提案実績

共同提案実績（12級以上２件/年）

期初（４月）：審査基準の指導（着眼性・独創性）

まだまだ個々の能力が弱い為、まずはのろまを達成し自分たちでも出来
る事を実感してもらったなかで、次に何をしていかなければならないかメン
バー全員で共有を図り進歩出来るようにアドバイザーから声掛け及び活
動に参加していく

目標

ゾーン
めざす

ゾーン

１２等級１３等級１４等級１５等級

２

３

４

５

低 高

Ｘ軸：サークル平均提案等級（個人）

高

低

Ｙ
軸
：サ
ー
ク
ル
レ
ベ
ル

今年度目標
７月…

１１月
期末

※年度途中で変更のあった場合記入

人

人

アドバイザー記入⇒リーダーとすり合せ】

人

【サークル総合指標】

【QCサークル個人カルテの活用】

ステップ１：前年の結果に対して弱点に対する

取り組みを明確にする

ステップ２：弱点項目に対し指導内容を決め

実施する（担当決め）

ステップ３：活動に対して中間・期末結果を確認

定期サークル訪問により困り事吸い上げ

(意見交換の実施)

リーダー

事務局

世話人

三位一体でのサークル別弱点補強

(ｵﾝﾗｲﾝQC手法指導会)
【ステップ１】

【ステップ２】

【ステップ３】

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 全社事務局

ﾘｰﾀﾞｰ

部内QC手法勉強会 全社事務局による
事例指導会

ミニ発表会での双方向ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝによる個別指導

現場力の根幹である「改善し続ける活動」を

停めることなく継続することで、変動変化に

強い職場・人を育て成果に繋げる

世話人

ﾘｰﾀﾞｰ
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 全社事務局

個別カルテ



一点自慢大会用紙
2023.6

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

　１．ねらい

　　　・毎年、全社レベル診断を実施し、C・Dレベルサークル比率を

　　　　２０％以下の目標達成をしたが、詳細分析では、

　　　　特に弱い、X-ホ）(全社平均：3.2）改善技能・改善能力が

　　　　弱い為、強化し更に、全体レベルアップを図る

　２．実施内容

      ・更に詳細では、➀自働化の基本が説明できる2.1）

　 　 　②ばらつき原因の改善案が出せる(全社平均：1.8）が特に弱く

     　 ＱＣ手法についてのドリルは発行されているが、改善能力に必要なトヨタ生産方式関連の

　　　　改善能力に必要なトヨタ生産方式のドリルを発行し、サークルメンバー教育教材として発行し活用。

自慢するポイント

　・全社レベル診断を実施し、C・Dレベルサークル比率を２０％以下の目標達成に満足せず

　・２０１６年~（1回/2ケ月,現在48号）発行したドリルの棚卸し、レベル診断の関連性を調査し

　　不足している教材を発行。

　・TPSの主管部署である関係部署（生産調査部）監修のもと連携しドリルを発行

　　更なるレベルアップの為、詳細項目まで調査し、レベルアップ方策を展開

担当幹事：
(問い合わせ先)

TQM推進部　　福田

レベル診断分析とドリルの活用による更なる全社レベルアップ

豊田合成株式会社

Ｘ軸 Ｙ軸

3.4 4.2

全社平均



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

サークルの最も近い頼りどころである講師育成のしくみ構築 (P1/2)

トヨタ紡織㈱
部署または担当者：
(問い合わせ先)

刈谷工場 品質管理部

伊藤　栄次

■推進者・運営者アンケート結果

【Q:自信がない理由は何ですか】

■QCストーリー、QC手法、指導の仕方の教育を整備し、しくみで運用 （P2参照）

P2/2ｰ① ポイントや社内外用語の解説を織り込んだ教材を整備

P2/2ｰ② 教育実施後に理解度を確認して力量を定量的に評価

P2/2ｰ③ 受講者を講師として運営者やメンバーへの教育を確認する実技を実施

P2/2ｰ④ ３現主義でQCサークル指導士有資格者による『講師力量評価シート』に基づいて評価・認定

P2/2ｰ⑤ 認定された講師による職場内教育をしくみで運用

■講師満足度度評価結果
20XX年度 QCサークル活動工場内講師教育（座学）に関するアンケート

Q:あなたの役割解説について
n=8

Q:QC（問題解決）ストーリーについて
n=8

Q:QC七つ道具について
n=8 n=8

Q:この教育について

受講者全員から『満足』以上の高い評価を得ることができた

・座学・実技をセットにした教育を整備 ・講師育成のしくみと講師運用のしくみを構築、運用

工場内講師を育成し各サークルにおける諸活動の活性化に繋げる。

(質の高いOJTを通じた人財育成を全員参加のQCサークル活動で実現する）

1.ねらい

2.考え方

職場内のOJTによる上位から下位への育成を実現させる

①_教育制度の充実化に追従できていない

管理・監督者層 ➡ 教育モレ

②_工場での新人教育がない

➡ 受け入れ教育がない（特に中途採用者）

③_サークル運営者の頼り所に教える力量がない

➡ 職場内講師がいない
教育のバラつきをなくし、自立したOJTを実現する

3.実施内容

約55％

『自信がない』、『できていない』約77％

推進者（アドバイザー）、運営者（サークルリーダー）へのアンケートの結果をもとに弱点を把握し

必要な教育を再検討ししくみとして運用することによって講師のスキル向上及び即戦力化を図る。

『講師が自信を持って』運営者へ指導ができる教育のしくみづくり

【Q:推進者・運営者の役割を全うしている自信がありますか？】



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

サークルの最も近い頼りどころ育成のしくみ構築 (P2/2)

トヨタ紡織㈱
部署または担当者：
(問い合わせ先)

刈谷工場 品質管理部

伊藤　栄次

■推進者（アドバイザー）を育てるしくみ（規程抜粋）

■推進者（アドバイザー）が継続的に

教育するしくみ（規程抜粋）

※２回以上/年実施すること

② 教育実施後に理解度を確認して力量を定量的に評価

③ 受講者を講師として運営者やメンバーへの教育を3現場主義で

確認する実技を実施

実技風景1 実技風景2

④ ３現主義でQCサークル指導士有資格者による

『講師力量評価シート』に基づいて評価・認定

⑤ 認定された講師による職場内教育を
しくみで運用

① ポイントや社内外用語の解説を織り込んだ教材を整備



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

　１．ねらい

　　　コロナ過で集合形式の発表会ができない状況に対応するために、

　　　Ｗｅｂサイトを使った発表会を開催してきました。集合形式と異なり、個人閲覧が主体となるため、

　　　参加者の興味を引けません。そこで、工夫を織り交ぜ運営しています。

　２．工夫

　　　次の流れで、活動事例を共有しています。

　　　社内事例の募集　⇒　Webサイトへの掲載　⇒　参加者への投票　⇒　表彰式

　　　ポイント①　参加型への工夫

　　　　　事例の講評は、別途実施し掲載しています。サイトでは、自宅などで、一人で読む・観るため、

　　　　　【良い事例への投票】、【良い点に賞の名前をつけてもらう】ことをサイト閲覧の参加者に、

　　　　　依頼しています。　

　　　　　　★選ぶために、複数の事例を観てくれます。

　　　　　　★賞の名前を付けるために集中して観てくれます。

　　　ポイント②　ほめる機会の増加

　　　　　投票後に表彰式を開催し役員からの賞状授与・代表の活動事例をデジタル配信します。

　　　　　次のように受賞設定し、参加者が選んだ事例・良かったと評価された事例を表彰します。

　　　　　【感動賞】投票人数が多い事例

　　　　　【オリジナル賞】良かった評価が多数投票された

　　　　　事例に、賞の名前をつけて表彰

　　３．まとめ

　　　　Webサイト公開の活用、デジタル配信など、

　　　　ITツールに工夫を加えて、コロナ過の停滞感を

　　　　脱却し、褒賞・情報共通を図ることができました。

自慢するポイント

　　始めたきっかけは、コロナ過で集合形式での発表会ができないことが起点となりました。

　　事例のWebサイト公開だけでは、多くの事例を観てもらう事は難しいと考え、参加型のイベントとして

　　工夫を盛り込みました。

　　表彰式では、コロナ過で中止、人数制限など想定が難しい状況でも、ライブ配信を併用することで、

　　会場での人数を減らすことができ、役員からの賞状の授与、改善事例のライブ配信など

　　＊参考資料があれば添付してください

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

　　コロナ前に近い状況を部分的ですが、再現できました。

担当幹事：
(問い合わせ先)

上野 道雄

活動事例共有の工夫

日本特殊陶業㈱



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

　１．目的

　２．実施内容

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

・【仕様】（A4サイズの活動報告書のファイルに一緒に閉じてもらうイメージ）
　A4/両面/カラー印刷/ラミネート加工（PP）/左2穴/筋入れ

各工場のQCサークル推進リーダーにヒヤリングを行い、
「こんな内容を追加して欲しい」「こんな事も載ってるとうれしい」といっ
た生の声を集めて作成しました。

実際に使っている様子も多方で確認できており、「手元において、見ながら
会合を開くことが出来るので良い。」と好評をいただいております。

・【掲載内容】
　　①QCストーリー
　　②どのステップでどんなQC7が使えるか
　　③よく使われるQC手法の説明
・【配布対象】：子会社を含む国内全工場のサークル
・【配布方法】：工場事務局経由で部課長に配布して、サークルリーダーに
　　　　　　　　渡してもらう

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

担当幹事：
(問い合わせ先)

生産支援部　鬼武 清彦

フタバ産業　オリジナルQCシートの作成

フタバ産業株式会社

QCサークル活動の会合の際に、“手軽に”①QCストーリー、②どのス
テップでどんなQC7が使えるか、③よく使われるQC手法の説明を確認して
もらう道具として使用してもらい、サークルリーダーの知識の拡充と活動の
進め方のレベルアップを目的とする。



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

１．ねらい

2．対象者、実施時期

　・対象者：　発表者(45名)と質問者(20名)

　・実施時期：　2021年5月工場大会～

３．取り組み内容・結果

　・発表者(45名)と質問者(20名)に対して、当社独自で発行している「プライスカード」を贈呈する。

　⇒事務局がプライスカードを発行して、対象者の上長から本人に渡す。

＜当社の“プライズカード”の制度＞

●目的

　①行動基準であるRST Wayの浸透/促進

　②お互いを認め、感謝し合うことでの職場活性化

　③褒める文化の定着

●褒められる対象者

　すべての従業員、派遣社員

●褒める人

　役員、部門長、管理職、係長、監督者、班長

●褒められる内容

　RST Way（「誠実」「率先」「スピード」「成長」「挑戦」）に基づいた日ごろの“行動、意識”

※また「プライスカード」は1枚以上集めると枚数に応じた景品と交換できる仕組みになっている。

　　（トートバッグ：5枚、モバイルチャージャー：10枚　など）

自慢するポイント

・工場長からも従業員のモチベーション向上の対策として好評である。

　　＊参考資料があれば添付してください

・発表者からは発表して良かった、次回もがんばって活動をして発表したいとの声が挙がり、概ね好評である。

・質問するために前よりも真剣に発表を聞くようになり、有意義な発表大会になりつつある。(意見交換の場)

(前回質問者数：10名前後　⇒　今回質問者数：25名)

　　今まで発表者や質問者に対しては、労いや敬意を表す“かたち”となるものを贈呈することがなった。

　・工場のQCサークル事務局として、サークルに対しては賞金を贈呈していましたが、

工場大会発表者・質問者への労い

㈱アーレスティ　東海工場

※提出期限：6月18日(金）
メールにてご回答をお願いします

　・当社は、2回/年、QCサークル活動の活動期間に合わせて工場大会（事業所大会）を開催している。

　・東海工場では全45サークルが6日間の日程に分けて発表し、聴講参加者は合計400人規模である。

部署または担当者：
(問い合わせ先)

　総務課　倉内

【モチベーション向上の工夫】

一生懸命発表された発表者、聴講者が大勢いる中で質問して議論を活発化して頂いた質

問者に、少しのご褒美をあげることで、次回以降のやる気につなげてもらうことが狙いであ

る。

プライズカード

対象サークルのアドバイザーか

ら渡してもらいます。



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

　１．ねらい

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グローバルビレッジ（世界の架け橋）

私たちの想い（ブラジル国籍サークル員）・・・改善活動を通して

①人々の役に立ちたい。自分の仕事がほかの人の役に立っているのなら全力で取りかかりたい

②私たちの仕事は直接お客様の命にかかわっている大切な製品を作ることです。

　その製品が安全にお客様のところに届く重要性と責任を

　　作業要領書の作成を通して作業者たちが標準作業を守れるようしたい

自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

　　　QCサークルを結成活動予定

※提出期限：6月19日(月）

メールにてご回答をお願いします

人員の多様化におけるQCサークル活動メンバー形態変容

株式会社 アドヴィクス
担当幹事：

(問い合わせ先)
赤井 猛秀

　　・ブラジル国籍者　2サークル　オーデン エ プログレッソ（秩序と進歩）

　　・女性のみでのサークル　　　　フラワーサークル

　　今後は、ミャンマー人20名対象・ベトナム人15名対象にて

工場トップに、改善内容の報告風景

世界各国より、社員（現在367名従事）が集まる中で、同じ環境で育った中から意見を言い出

しやすいQCサークル活動形態を作り出すため、職場でとらわれずに、 職場横断的にQCサークル

を形成し、環境変化による独自の考え方で、改善活動を行ってもらうサークルを作り上げる

サークル活動内では、裏方だった人に、サークル活動の主として運営してもらい、QCサークル活動

を勉強してもらうことにより、より身近なものにQCサークルを感じてもらう

また、小さな改善でも、自分たちの出来る範囲で、改善活動を行うことにより、親近感が持て、

より一層充実感・達成感を味わってもらうことが出来ると考えて、結成をした

裏方だった方々に、主力としてサークルに参画してもらい、自分たちの出来る範囲で

改善活動を行うことにより、より一層充実感・達成感を味わってもらうことが出来る

QCサークル形式にとらわれずに、サークルの形態を変更していき、個々が活動しやすく、また、参加し

やすくし、『各個人の活躍の場』を広げる環境づくりをしているところ

オーデン エ プログレッソ報告会

現場で作業している人が、作業をわかりやす

くするために、自分たちの言葉にして、作業を

母国語に翻訳することにより、より作業が身

近に感じるようになる（ブラジルにも方言があ

り、より言葉を選択して伝えるようにする）



ブラジル人サークルの改善取り組み方



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　
　１．ねらい

　　・⾏事のダブルブッキングが無くなり、日程調整がなくなった
　　・資料の締め切り等は誰でもフォローでき、業務の遅延、問い合わせ対応がスムーズになった
自慢するポイント

　　＊参考資料があれば添付してください

　3．効果

QCサークル全社事務局 業務の情報共有化

豊臣機工㈱

　2．実施内容

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

　　背景︓QCサークル全社事務局の業務が情報の共有がされておらず担当者不在時に対応ができずに
　　　　　　 他部署、社外対応で即回答ができずにご迷惑をかけている状態である

部署または担当者：
(問い合わせ先)

横畑 正則
070-8791-3540

　　・グループ内で業務の協⼒体制ができた
　　・スケジューラーを共有することで、業務の進捗が分かるようになった

【事務局が共有したい情報】
◆全社事務局への提出物の期限

⇒担当者しか把握しておらず、締め切りを過ぎても担当者しかフォローができない
◆事務局関係者のスケジュール

⇒各担当者の業務が個⼈のスケジューラーで管理している為、社内業務と社外業務がかぶってしまうことがある

申込・書類等締切

豊臣機工
QCC事務局

社内⾏事 社外⾏事

豊臣機工QCC事務局

部外者PC画面

社外⾏事・社内⾏事の
ダブルブッキング防止締切

QCC事務局関係者PC画面

閲覧制限
関係者以外は確認できないように設定

提出状況を
関係者でフォロー

『 豊臣機工QCC事務局』 のアカウントを作成

締め切りがあるもの
スケジューラーに⼊⼒

『豊臣機工QCC事務局』のアカウントを作成し、各担当が提出物の締切、社内⾏事、社外⾏事を
スケジューラーに⼊⼒して、業務の共有化を実施



一点自慢大会用紙

　　　テーマ名

　会社名：

　内容　

　１.背景

　　・幸海工場内のサークルで『トップサークル』と呼ばれる活動が活発なサークルと、活動が中々

　　　進んで行かない『低迷サークル』との差が、年々開いている。

　２.現状把握、問題を見つける（活動が停滞しているサークルにヒヤリング）

　　・生産後負荷

　　・生産体制の変更 出来ない理由はいくらでも出てくる！

　　・人員不足

　　【 考え方を変える 】

　　　・トップサークルに聞いてみた　　　⇒　　ほめてもらえるのはうれしい（＾０＾）/

　３.対策

　　・下位のサークルも頑張った分だけ、褒めてあげよう！

　４.結果

　　・QCサークルの活動のアウトプットである、目標達成率が

　　　年々増加（右図）

　　・会社、工場の利益向上に大いに貢献！

自慢するポイント

　　・順位を見える化した事で『次はうちが！』『あそこには負けたくない！』と、全体のモチベーション向上になった。

※提出期限：6月19日(月）
メールにてご回答をお願いします

ジャンプアップ賞とレベルアップ賞

大豊工業株式会社
部署または担当者：

(問い合わせ先)

総務人事部　教育推進室　野崎

（0565-28-2055）

　　・人は何歳になっても、褒められるとうれしい。そんな簡単な所に気がついて成功した事例です。
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